
が グリ - ン 入 に及ぼす影響 

OJl@ 俊治，杉原太郎，井川 @ 夫 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

21 世紀は ェ コロジ一の時代とされ、 酸性雨、 ゴミ問 

題等に代表されるよ う に。 影響が表出化するまでに 時 

間がかかり、 その汚染被害は 地球温暖化間 

地球規模にまで 広がりを見せるよ う になってきている 

。 このような環境 て 、 持続可能な循環型社 

ぅ 気運が高まっている 

の環境に対する 関心の高まりが 示されている。 個人の 

環境に対する 関心については、 調査した人の 約 9 割 

大翔 ; 持っており、 また全体の約 

さの 分別などを環境保全行動として 

果 となっている。 しかし、 エコマークなどが 付いた環 

境配慮型製品の 購入やバリーン 購入をするという 人は 

全体の約 3 割 (375 人 )A@ こ 過ぎない。 このことは、 個人が 

環境に配慮した 購買行動をまだ 行っていないという 現 

状を示している。 個人が環境に 配慮した購買を 行 う こ 

とは。 今後ますます 曝 させねばならない 循環型社会 

の形成に向けて、 大きく 貢 敵できると言えよう。 

ている環境問題の 上位は、 「排ガスなどによる 大気汚 

%k 、 「環境ホルモンなど 有害化物質に 

よる汚染」 ( 全体の鱗． 1%L 、 「地球温暖化の 進行」 U 全 

%) であ る。 これらの環境問題を 引き起こし 

ている要因のひとっが 化学物質であ り。 この調査によ 

ると有害化学物質に 関心のあ る消費者が多いことがわ 

かる。 このことは製品情報として、 化学物質の有害，陸 

や生態環境に 与えるダメージなどを 記載することで 消 

費者の環境配慮行動を 誘発できると 期待できることを 

示唆していると 言えよう。 しかし、 現状で はそのよう 

な表示 は されておらず。 消費者は化学物質名からその 

機能を類推しなくてはならない。 これはいくら 環境配 

慮行動に興味を 持っていたとしても 化学に親しみのな 

い一般消費者には 難しいことであ る。 このような背景 

があ るにも 係 わらず、 消費者が製品選択時にどのよ う 

に 化学物質とその 機能を判断し、 購買しているかに 着 

目した研究は 少ない。 そこで、 本研究では化学の 専門 

知識がバリーン 購入に及ぼす 影響を明らかにすること 

を目的とする " 

環境意識が行動 @ こ 

西尾は。 個人の環境 

ことが、 行動に結びつかない 原因として。 個々の消費 

行動が環境負荷の 直銭的な原因となることを 実感し 

いからであ ると指摘している ぴ 。 さらに。 環境問題に 

関する知識は、 抽象的かっ概念的な 記述的知識が 多く。 

具体的行動に 関わる手続的知識が 欠けていることや 環 

境に配慮することが 公益と私益を 対立させる社会的ジ 

  レンマ性の構造を 持つこと 鱒 。 消費者の製品情報の 理 

解 力 が不足していることが 指摘されている 

述べたように。 特に消 買ィ 手動 @ こおいて ィ ラ動に 

されていないケースが 

高橋は。 消費者購買行動を 意思決定プロセスとして 

捉えており、 製品選択の意思決定は。 個人的。 必 

要因と社会的要因が 影響するとしている " 個人的 

理 的要因とは、 消費者の客観的属性 ( 年齢、 収入。 職 

業など ) 、 ライフスタイルとしている。 社会的要因とは。 

家族。 準拠集団 ( 学校、 サークルなど 自分が所属して 

いる集団 ) 、 社会階層 ( 欧米では。 職業。 家柄。 宗教と 

されているが、 日本においてはあ まり影響がないとさ 

ね ，る ) 。 文化 ( 製品選択に当たっての 考え方や価値観な 

どで。 企業にとって 短期的に影響を 及 はず ことは難し 

い L 、 対人コミュニケーション ( 売り手との人的接触。 

口コミなど ) としている さらに 石淵は 。 製品選択 

の 意思決定は。 製品への が 影響するとしている 

以上のことが 消費者の意思決定における 規定要因とし 

ている。 

ぶ グリーン 購 
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消費者購買行動の 中で環境 膚理製品に関わるもの 

をグリーン購入と 呼ぶ。 環境省の定義 12 匹よると、 製 

品やサービスを 購入する際に、 環境に配慮し、 購入の 

必要性を考え、 環境負荷が少ないものを 選択し購入す 

ることであ る。 グリーン購入に 関する研究は、 消費者 

が身近に感じている 環境問題と関係するような 製品を 

販売することが 必要であ る㍗ としている。 さらに、 消 

費者側が製品選択時に 正しいと判断できる 情報が不足 

していること [gL 、 エコマークなどの 環境ラベルが 有効 

が指摘されている。 

これらの研究は。 売り手側が消費者側に 製品情報を 

理解させるようなものが 多く、 消費者自身の 特性に着 

目している研究は 少ない " 

本研究の目的は、 化学の専門知識がバリーン 購入に 

及ぼす影響を 明らかにすることであ る。 研究の進め方 

として、 化学の知識量の 多 を 化学系分野の 学部出身 

者と非化学系分野の 学部出身者で 分類を行い、 大学院 

生を対象に調査を 行 う 。 化学の知識量が 多い人を学部 

卒業レベルか つ 大学院生としたのは。 化学以覚の知識 

量による差を 小 t くして議論するためであ り、 このこ 

とを考慮すると。 大学を卒業してから 期間を経ていな 

いことが望ましいと 考えたためであ る。 

調査を実施する 前に、 図 互に示す仮説を 立てた。 Z. 

で示した排ガスや 環境ホルモンといった 有害化学物質 

を気にする消費者が 多いという事実は。 自分の身体に 

有害物質が与える 影響に関心が 高いことへの 示唆であ 

ると考えられる ( 仮説 め 。 製品情報を正しく 理解でき 

るのは、 化学の専門知識のあ る人であ ろう ( 仮説 幻 " 

そして製品情報の 正しい理解け " グリーン購入への 意 

思決定に影響を 与えるに違いない d 仮説 め 。 

この一連の仮説を 検証できれば、 身体に悪影響があ 

り 、 環境にも有害であ る物質を使用している 製品より、 

そうでない製品の 購入を促進する 方法の考案へと 繋げ 

ることができる。 化学知識をそれほど 有していない 消 

費者であ っても、 上記の条件を 満たし。 それが分かる 

ような表示とすることにより、 グリーン購入への 

が期待されることになる。 

本研究の目的であ る化学の専門知識がバリーン 

に及ぼす影響を 調査するため、 大学院生を対象に 面接 

法 により調査を 行った。 その面接の概要を 図 2 に示す。 

方法 : a 対 五のインタビュー 形式 

( 半 構造化面接 法 ) 

対象 :20 代前半の大学院生 

実施場所 : 国立大学法人大学院大学 

図 2     面接 法 実施概要 

本研究では、 を対革の 半 構造化面接法を 採用した。 

インタビューイ 一 %2 代 前半の男女であ り、 化学系 学 

部出身と非化学系学部出身の 学生は 

質問内容について 述べる。 はじめ 

ク して購入する 製品の有無について 

問は仮説 2 の有効性を確認す ため行った。 次にその 

具体的な製品、 確認する 由を質問した。 関 

題も取り上げ、 上記の 2 つの質問とその 理由などを 織 

り 交ぜた。 要した時間は & 人当り約㏄分であ った。 

製晶 「あ なたぼ成分表をチェッ タ して買う製品はあ り ま 

                    ぅ 質問に化学系学生い 入 7 と 非ィヒ 単糸 学 

生 ( ㈹ 人 ) に回答させた。 

仮説 2. 4 ㍗学の知識量の 多い人手製品情報を 理解できる 人 

仮説 3. 製品情報の理解 は 購買行動の意思決定に 影響を与 

国 1 : 化学知識とバリーン 購入の関係に 関する仮説 - 

入 ) の 成分表をチェックして 購入す 

る 製品の有無を 図 3 に示す " 化学系学生の & 

が成分表をチェックして 購入する製品が「あ る」と回 

啓 した。 非 化学兼学生は 重 大仁 戸 5 ソ Ⅰ 力 ; 「あ る」と回答 

した。 
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図 3     成分表をチェックして 購入する製品 " の 有無 

成分表をチェックして 購入する製品が「あ る」と回 

答した南学生 (4% 学卒 9 人、 非化学系 5 人 ) にチェッ 

クする製品を 複数回答で回答させた。 化学系学生 (9 

人 ) は 。 シャンプー (5 人 ) 、 菓子 (2 人 ) 。 缶詰製品 り 

入 ) 、 キムチ リ人 ) 。 飲み物 (2 人 ) 、 すべての製品 (2 

人 ) 、 殺虫剤 ( 五人 ) 、 レトルト食品れ 入 ) 、 ラップ ( 主 

人 ) と回答した。 

非化学系学生は 人 ) は 、 食品 ( 人 ) 。 石鹸い人 ) 。 

洗剤全般い人 ) と 回答した。 

以上の結果から、 成分表をチェックする 製品 は 、 体 

内に入る、 もしくは身体に 触れる製品であ り。 このこ 

とについて化学系学生と 非化学系学生け 共通であ った 

ことがわかる。 

  身体に影響があ りそ う                         

図 4 : 化学系学生が 成分表をチェックする 理由 

より、 もっとも多い 回答は「成分から 効果が イ 

メージできる」であ り、 9 人中 7 人が回答した " これ 

@ 化学系学生が 成分表の意味を 理解していると 言える。 

さらに " シャンプ一の 成分表をチェックすると 回答し 

た化学系学生の 人中 5 人 ) のチェックする 理由は、 「 身 

体 @ こ 影響力まあ る」 く 5 人中 3 人》 、 「 味があ る」鮫人中 

2 人 ) であ った。 「身体に影響があ る」と回答した 化学系 

学生 3 人ほ、 ラウリル 硫 が 身体に影響があ るため 購 

入を避けると 回答した。 この物質は界面活性剤のひと 

つであ り。 人体、 特に目や皮層に 炎症を起こしたり、 

水生生物に有毒であ ることが知られている ぴ 3 

のことから、 化学系学生は、 物質名から成分の 機能を 

正しく類推して 意思決定をしていたことが 明らかにな 

った。 

次に成分表をチェックすると 回答した非化学系学生 

い入 ) にチェックする 理 を 複数回答で回答させた。 そ 

の 回答と回答人数を 図 5 に示す " 

。 化学物質がたくさん 入っていると 身体に悪そ 

うな気がするから。 。 。 。 。 。               。 2 人 

  肌荒れを避けるため                           2 人 

図 5 : 非化学系学生が 成分表をチェックする 理由 

図 5 より、 もっとも多い 回答 け 「着色料が入ってい 

るかどうか コ であ り。 5 人中 4 人が回答した。 つまり 

食品の成分表を 確認する非化学系学生け。 着色料の有 

無をチェックしていると 言える。 そして着色料の 有無 

をチェックする 理由は、 「着色料自体が 身体に悪い」 ( 

人 迂回答した。 そのよ う @ こ 判断した理由は 、 「イメー 

ジで 判断している」組入 ) と 、 「見た目の色がおかしりⅡ 

人 n であ った。 非化学系学生け、 機能を正しく 推測で 

きないために、 物質名から想起されるイメージを 基に 

購買を行っていたと 言える。 

本節のまとめを 行 う 。 化学系学生は 成分表をチェッ 

クしており。 その理解に基づき 悪影響のあ るものを 買 

わないという 行動を起こしている 可能性が示唆された。 

一方、 非化学系学生け 成分表から効果そのものを 理解 

できている訳でほないが、 身体に悪影響があ りそうな 

ものを避けていることがわかった。 

学系 学生の身体と 

化学系学生 (9 人 ) に成分表をチェックする 製品に 

ついてのチェックする 理由の回答に。 「身体によい 物質 

は 、 環境にもよい J ( シャンプーを 回答した学生見 入 ) 。 

「身体によい 物質は環境にもあ る程度よい物質であ 

  



る 」 ( シャンプーと 回答した学生 2 人 ) 、 「身体に適合す 

る物質 け 環境にもよい ! ( 殺虫剤と回答した 学生五人 ) 

と回答する学生がいたり 人中 4 人 )" つまり " 化学系 

学生け、 身体によい物質は 環境にもよい 物質であ ると 

考えている。 もしくは環境への 影響はないと 考えてい 

ると言える " 

の 意思決定をしているなど " 仮説の有効性を 一 

した。 しかし。 探索的に調査を 行ったため、 消 

化学の専門知識がバリーン 購入に及ぼすプロセスなど 

を明らかにすることはできなかった。 

今後、 そのプロセスを 明らかにすることに 重点を置 

いて研究を進める 所存であ る。 

人中 9 人が成分表をチェックして 購 

入する製品があ り。 それら身体に 触れる、 もしくは体 

内に入るものであ ることがわかった。 これは、 成分表 

をチェックずる 非化学系学生にも 共通であ り。 化学の 

量の多寡は関係なく。 消費 は 身体に影響があ る 

製品に興味を 持っていると 考えられる。 

化学系学生と " 非化学系学生がチェッ タ する製品は共 

に。 身体に触れる。 もしくは体内に 入る製品であ った 

が " それらの製品をチェッ タ する理由に違いが 見られ 

た。 化学系学生は、 学術呼称情報から 成分の機能を 類 

推し。 製品選択の意思決定を 行うためにチェックして 

いた。 特にシャンプ 一に関しては、 ラヴリル硫酸が 身 

体に影響するだめ。 購入を避けることがわかった。 こ 

れは、 化学の専門知識による 判断であ ると言える。 

非化学系学生 は 身体に着色料を 避けるために ヂェッ 

タし " その判断は物質名から 想起されるイメージを 墓 

に購買を行っており、 物質名から効果そのものを 理解 

できている訳ではない " つまり。 調査した学生では。 

化学系学生 は 成分表を理解し。 非化学系学生 は 理解し 

ている訳でない。 

化学系学生け 身体によ い 物質は環境にもよい 物質と 

L 、 ぅ 回答をした " このことは、 化学系学生が 身体に よ 

いことと環境によいことを 繋げて認識していることを 

示唆している。 しかし。 そのことが直接グリーン 購入 

@ こ 関係しているかどうかは。 今回明らかにすることは 

できなかった。 

以上より " 仮説の有効性が -- 部認 、 められたと考える。 

本研究は。 化学の専門知識がバリーン 購入に与える 

影響を明らかにすることを 目的として面接 法 に基づい 

て探索的に調査を 行つた。 その結果、 消費者が身体に 

悪影響を及ぼす 製品に興味を 持っていることや 化学系 

出身の学生け 成分表示の正しい 理解に基づき 購買行動 
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